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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　上部構造と下部構造との間に支承が設置された橋梁支承部において、

　前記支承の外周全体を取り囲むように配置された樹脂製の可撓性ネットと、

　前記可撓性ネットの上端部を前記支承の上端部外周に保持する上側保持手段と、

　前記可撓性ネットの下端部を前記支承の下端部外周に保持する下側保持手段とが設けら

れ、

前記上側保持手段及び前記下側保持手段は、それぞれ前記可撓性ネットの上端部及び下端

部の網目を周方向に縫ってループ状に形成配置されたいずれも樹脂製の上側可撓性条体及

び下側可撓性条体と、

これら上側可撓性条体及び下側可撓性条体をそれぞれ支承の上端部外周及び下端部外周に

留め置く留置手段とを備え、

前記上側可撓性条体及び前記下側可撓性条体の前記留置手段は、前記支承のそれぞれ上端

部外周及び下端部外周に設けられた複数の留め具からなることを特徴とする橋梁支承部に

おける支承部材の落下防止装置。

【請求項２】

前記可撓性条体は中空の組紐ロープからなることを特徴とする請求項１記載の橋梁支承部

における支承部材の落下防止装置。

【請求項３】

前記可撓性ネットは、網目の小さい内側ネットと網目の大きい外側ネットとの二重ネット
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か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止

装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

上 部 構 造 と 下 部 構 造 と の 間 に 支 承 が 設 置 さ れ 、 該 支 承 は そ の 橋 軸 方 向 両 側 に 設 置 さ れ た １

対 の サ イ ド ブ ロ ッ ク を 有 し て い る 橋 梁 支 承 部 に お い て 、

前 記 支 承 の 外 周 全 体 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ た 樹 脂 製 の 可 撓 性 ネ ッ ト と 、

前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 を 前 記 支 承 の 上 端 部 外 周 に 保 持 す る 上 側 保 持 手 段 と 、

前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 下 端 部 を 前 記 支 承 の 下 端 部 外 周 に 保 持 す る 下 側 保 持 手 段 と が 設 け ら れ

、

前 記 上 側 保 持 手 段 及 び 前 記 下 側 保 持 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 及 び 下 端

部 の 網 目 を 周 方 向 に 縫 っ て ル ー プ 状 に 形 成 配 置 さ れ た い ず れ も 樹 脂 製 の 上 側 可 撓 性 条 体 及

び 下 側 可 撓 性 条 体 と 、

こ れ ら 上 側 可 撓 性 条 体 及 び 下 側 可 撓 性 条 体 を そ れ ぞ れ 支 承 の 上 端 部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に

留 め 置 く 留 置 手 段 と を 備 え 、

前 記 上 側 可 撓 性 条 体 の 前 記 留 置 手 段 は 、 前 記 サ イ ド ブ ロ ッ ク と 前 記 上 部 構 造 と の 間 の 隙 間

に 前 記 上 側 可 撓 性 条 体 を 嵌 め 込 み 、 前 記 支 承 の 上 端 部 外 周 に 巻 き 付 け る こ と で あ り 、

前 記 下 側 可 撓 性 条 体 の 前 記 留 置 手 段 は 、 前 記 支 承 の 下 端 部 外 周 に 設 け ら れ た 複 数 の 留 め 具

か ら な る こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 構 造 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 可 撓 性 条 体 は 中 空 の 組 紐 ロ ー プ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 橋 梁 支 承 部

に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 構 造 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 可 撓 性 ネ ッ ト は 、 網 目 の 小 さ い 内 側 ネ ッ ト と 網 目 の 大 き い 外 側 ネ ッ ト と の 二 重 ネ ッ ト

か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止

構 造 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 装 置 及 び 落 下 防 止 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 橋 梁 に お け る 上 下 部 構 造 間 に は 、 上 部 構 造 の 荷 重 を 支 持 す る と と も に 、 た わ み に よ る 回

転 を 許 容 し 、 さ ら に 温 度 変 化 に よ る 伸 縮 に 追 従 す る 機 能 を 備 え た 支 承 が 設 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 橋 梁 支 承 部 に お い て 、 近 年 の 地 震 で は ボ ル ト の 破 断 な ど に よ り 支 承 が 損 傷 し

た 結 果 、 ボ ル ト を 含 む 支 承 を 構 成 す る 部 材 の 脱 落 が 多 く 確 認 さ れ て い る 。 脱 落 し た 支 承 部

材 は 、 高 架 下 に 落 下 す る と 通 行 者 や 通 行 車 両 に 第 三 者 被 害 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る 。 ま

た 、 仮 に 脱 落 し た 支 承 部 材 が 下 部 構 造 に 留 ま っ た と し て も 、 余 震 に よ る 落 下 の お そ れ が あ

り 、 地 震 後 の 緊 急 点 検 や 応 急 復 旧 作 業 の 阻 害 要 因 に も な る 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 、 支 承 部 材 の １ つ で あ る サ イ ド ブ ロ ッ ク を 固 定 す る ボ ル ト が 破 断 し た 際 、 そ の ボ ル

ト や 座 金 が 飛 散 し て 下 部 構 造 か ら 落 下 す る の を 防 止 す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献

１ 参 照 ） 。 ま た 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク そ れ 自 体 の 落 下 防 止 対 策 と し て 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク に チ ェ

ー ン を 取 付 け 、 そ の 端 部 を 下 部 構 造 に 固 定 す る と い う 方 法 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 同 文

献 １ の 段 落 ０ ０ ０ ６ 等 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 対 策 は 、 い ず れ も 支 承 部 材 の 落 下 を 個 別 に 防 止 す る 方 法 で あ

り 、 全 て の 支 承 部 材 に 対 応 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク の み の 落 下 を 防 止

す る 上 記 従 来 の 対 策 は 、 金 属 チ ェ ー ン を 用 い る の で 錆 が 発 生 し や す い だ け で な く 、 金 属 チ

ェ ー ン が 支 承 に 接 触 す る と 支 承 の 塗 装 が 剥 が れ て 傷 が つ き や す く 、 ま た 金 属 チ ェ ー ン は 重
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量 物 で あ る こ と か ら 運 搬 ・ 取 付 け に 難 点 が あ る 。 さ ら に 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク は 支 承 の 橋 軸 方

向 両 側 に １ 対 設 置 さ れ る が 、 そ れ ぞ れ の サ イ ド ブ ロ ッ ク に チ ェ ー ン を 取 付 け る と と も に 、

そ れ ら チ ェ ー ン の 端 部 を 下 部 構 造 に 固 定 す る こ と か ら 、 取 付 作 業 に 時 間 を 要 す る と い う 問

題 も あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ６ ４ ４ １ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 技 術 的 背 景 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ っ て 、 次 の 目 的 を 達 成

す る も の で あ る 。

　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 全 て の 支 承 部 材 の 落 下 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 使 用 す る 部 材 が

軽 量 で 運 搬 容 易 、 取 付 作 業 も 容 易 な 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 装 置 及 び 落 下

防 止 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 発 明 は 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 次 の よ う な 手 段 を 採 用 し て い る 。

　 す な わ ち 、 こ の 発 明 は 、 上 部 構 造 と 下 部 構 造 と の 間 に 支 承 が 設 置 さ れ た 橋 梁 支 承 部 に お

い て 、

　 前 記 支 承 の 外 周 全 体 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ た 樹 脂 製 の 可 撓 性 ネ ッ ト と 、

　 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 を 前 記 支 承 の 上 端 部 外 周 に 保 持 す る 上 側 保 持 手 段 と 、

　 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 下 端 部 を 前 記 支 承 の 下 端 部 外 周 に 保 持 す る 下 側 保 持 手 段 と が 設 け ら

れ 、

前 記 上 側 保 持 手 段 及 び 前 記 下 側 保 持 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 及 び 下 端

部 の 網 目 を 周 方 向 に 縫 っ て ル ー プ 状 に 形 成 配 置 さ れ た い ず れ も 樹 脂 製 の 上 側 可 撓 性 条 体 及

び 下 側 可 撓 性 条 体 と 、

こ れ ら 上 側 可 撓 性 条 体 及 び 下 側 可 撓 性 条 体 を そ れ ぞ れ 支 承 の 上 端 部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に

留 め 置 く 留 置 手 段 と を 備 え 、

前 記 上 側 可 撓 性 条 体 及 び 前 記 下 側 可 撓 性 条 体 の 前 記 留 置 手 段 は 、 前 記 支 承 の そ れ ぞ れ 上 端

部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に 設 け ら れ た 複 数 の 留 め 具 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 支 承 部 に

お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 装 置 に あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 落 下 防 止 装 置 に お い て 、 前 記 可 撓 性 条 体 は 中 空 の 組 紐 ロ ー プ か ら な る 構 成 を 採 用 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト は 、 網 目 の 小 さ い 内 側 ネ ッ ト と 網 目 の 大 き い 外 側 ネ ッ ト と の 二

重 ネ ッ ト か ら な る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 部 構 造 と 下 部 構 造 と の 間 に 支 承 が 設 置 さ れ 、 該 支 承 は そ の 橋 軸 方 向

両 側 に 設 置 さ れ た １ 対 の サ イ ド ブ ロ ッ ク を 有 し て い る 橋 梁 支 承 部 に お い て 、

前 記 支 承 の 外 周 全 体 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ た 樹 脂 製 の 可 撓 性 ネ ッ ト と 、

前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 を 前 記 支 承 の 上 端 部 外 周 に 保 持 す る 上 側 保 持 手 段 と 、

前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 下 端 部 を 前 記 支 承 の 下 端 部 外 周 に 保 持 す る 下 側 保 持 手 段 と が 設 け ら れ

、

前 記 上 側 保 持 手 段 及 び 前 記 下 側 保 持 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト の 上 端 部 及 び 下 端

部 の 網 目 を 周 方 向 に 縫 っ て ル ー プ 状 に 形 成 配 置 さ れ た い ず れ も 樹 脂 製 の 上 側 可 撓 性 条 体 及

び 下 側 可 撓 性 条 体 と 、

こ れ ら 上 側 可 撓 性 条 体 及 び 下 側 可 撓 性 条 体 を そ れ ぞ れ 支 承 の 上 端 部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に
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留 め 置 く 留 置 手 段 と を 備 え 、

前 記 上 側 可 撓 性 条 体 の 前 記 留 置 手 段 は 、 前 記 サ イ ド ブ ロ ッ ク と 前 記 上 部 構 造 と の 間 の 隙 間

に 前 記 上 側 可 撓 性 条 体 を 嵌 め 込 み 、 前 記 支 承 の 上 端 部 外 周 に 巻 き 付 け る こ と で あ り 、

前 記 下 側 可 撓 性 条 体 の 前 記 留 置 手 段 は 、 前 記 支 承 の 下 端 部 外 周 に 設 け ら れ た 複 数 の 留 め 具

か ら な る こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 支 承 部 に お け る 支 承 部 材 の 落 下 防 止 構 造 に あ る 。 。

【 ０ ０ １ ３ 】

上 記 落 下 防 止 構 造 に お い て も 、 前 記 可 撓 性 条 体 は 中 空 の 組 紐 ロ ー プ か ら な る 構 成 を 採 用 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 、 前 記 可 撓 性 ネ ッ ト は 、 網 目 の 小 さ い 内 側 ネ ッ ト と 網 目 の 大 き い 外 側 ネ ッ ト と の

二 重 ネ ッ ト か ら な る 構 成 を 採 用 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 発 明 の 支 承 部 材 の 落 下 防 止 装 置 及 び 落 下 防 止 構 造 に よ れ ば 、 全 て の 支 承 部 材 の 落 下

を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 使 用 す る 部 材 が 軽 量 で 運 搬 容 易 で あ り 、 取 付 作 業 も 容 易 に 行

う こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 示 し 、 支 承 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 橋 梁 支 承 部 の 橋 軸 方 向 に 見 た 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 樹 脂 製 可 撓 性 ネ ッ ト の 一 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 樹 脂 製 可 撓 性 条 体 と し て 用 い ら れ る 組 紐 ロ ー プ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 可 撓 性 条 体 の 両 端 部 の 連 結 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 別 の 実 施 形 態 を 示 し 、 橋 梁 支 承 部 の 橋 軸 方 向 に 見 た 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 図 示 の 実 施 形 態 は 、 上 部 構

造 （ 橋 桁 ） １ ４ と 下 部 構 造 （ 橋 脚 又 は 橋 台 ） １ ５ と の 間 に 支 承 １ ０ と し て 複 数 ロ ー ラ ー 支

承 が 設 置 さ れ た 橋 梁 支 承 部 に 、 こ の 発 明 を 適 用 し た 例 で あ る 。 図 １ は 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 の

斜 視 図 、 図 ２ は 支 承 部 を 橋 軸 方 向 に 見 た 正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 １ ０ は 鋼 製 支 承 の １ つ と し て 知 ら れ 、 以 下 に 、 そ の 構 成 を 概 略 説 明 す

る 。 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 １ ０ は 、 上 沓 １ １ 、 下 沓 １ ２ 及 び 底 板 １ ３ を 備 え て い る 。 上 沓 １ １

は ソ ー ル プ レ ー ト １ ６ を 介 し て 上 部 構 造 １ ４ に 固 定 さ れ 、 底 板 １ ３ は 下 部 構 造 １ ５ に ア ン

カ ー ボ ル ト １ ７ に よ り 固 定 さ れ る 。 上 沓 １ １ の 上 面 中 央 に は 上 部 構 造 １ ４ の 水 平 荷 重 を 支

承 １ ０ に 伝 達 す る た め の せ ん 断 キ ー １ ８ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 上 沓 １ １ の 下 部 及 び 下 沓 １ ２ の 上 部 に は 、 半 円 筒 形 の 回 転 部 １ ９ 、 １ ９ が そ れ ぞ れ 設 け

ら れ 、 回 転 部 １ ９ 、 １ ９ 間 に ピ ン ２ ０ が 配 置 さ れ て 上 沓 １ １ は 下 沓 １ ２ に 対 し て 鉛 直 方 向

に 回 転 可 能 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 部 構 造 １ ４ の た わ み に よ る 回 転 が 許 容 さ れ る 。

回 転 部 １ ９ 、 １ ９ か ら 突 出 す る ピ ン ２ ０ の 両 端 部 に は キ ャ ッ プ ２ １ が 被 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 下 沓 １ ２ と 底 板 １ ３ と の 間 に は ロ ー ラ ー カ バ ー ２ ２ に よ っ て 覆 わ れ た 複 数 の ロ ー ラ ー ２

３ が 配 置 さ れ 、 下 沓 １ ２ は 底 板 １ ３ に 対 し て 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 と な っ て い る 。 こ れ に よ

り 、 上 部 構 造 １ ４ の 温 度 変 化 に よ る 伸 縮 に 追 従 す る こ と が で き る 。 底 板 １ ３ 上 の 橋 軸 方 向

両 側 に は １ 対 の サ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ４ 、 ２ ４ が 設 け ら れ 、 こ れ ら の サ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ４ に よ

り 上 部 構 造 １ ４ の 橋 軸 直 角 方 向 の 移 動 が 制 限 さ れ る と と も に 、 上 部 構 造 １ ４ に 作 用 す る 上

揚 力 が 受 け 止 め ら れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 概 略 説 明 し た 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 １ ０ の 場 合 、 近 年 の 地 震 に お い て 、 ピ ン ２ ０ の 中 央
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く び れ 部 の 破 断 に よ る 飛 び 出 し や 、 キ ャ ッ プ ２ １ の 脱 落 、 さ ら に は サ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ４ 及

び そ の 取 付 ボ ル ト ２ ５ 、 ロ ー ラ ー ２ ３ 、 ロ ー ラ ー カ バ ー ２ ２ 及 び そ の 取 付 ボ ル ト ２ ６ の 脱

落 な ど 、 支 承 部 材 の 脱 落 が 確 認 さ れ て い る 。 こ の 発 明 は 、 こ れ ら の 脱 落 し た 支 承 部 材 が 下

部 構 造 １ ５ か ら 落 下 す る の を 防 止 す る 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 落 下 防 止 装 置 は 、 支 承 １ ０ の 外 周 全 体 を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ た 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ （

図 １ で は 部 分 的 に 網 目 を 示 す ） と 、 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ の 上 端 部 を 支 承 １ ０ の 上 端 部 外 周 に

保 持 す る 上 側 保 持 手 段 ３ １ と 、 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ の 下 端 部 を 支 承 １ ０ の 下 端 部 外 周 に 保 持

す る 下 側 保 持 手 段 ３ ２ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ポ リ エ ス テ ル な ど の 樹 脂 繊 維 を ラ ッ シ ェ ル 編

み す る こ と に よ っ て ネ ッ ト に し た も の で 、 例 え ば 前 田 工 繊 株 式 会 社 製 の ネ イ チ ャ ー ネ ッ ト

（ 商 品 名 、 登 録 商 標 ） を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の ネ イ チ ャ ー ネ ッ ト は ル ー プ 状 に 編 み

込 ん だ 組 織 に よ り 耐 衝 撃 性 が 高 く 、 ま た ラ ッ シ ェ ル 編 み 構 造 で あ る た め 、 １ 箇 所 切 断 が 起

こ っ て も そ れ 以 上 編 み が ほ ど け な い と い う 特 徴 が あ る 。 こ の ネ ッ ト と 後 述 す る 組 紐 ロ ー プ

は 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 性 能 を 有 し 、 促 進 耐 久 性 試 験 に よ り ３ ５ 年 間 の 暴 露 を 受 け て も 耐 力 に

明 確 な 低 下 が な か っ た こ と が 確 認 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ は 網 目 形 状 が 角 目 の も の 、 菱 目 の も の が あ る が い ず れ の 形 状 で あ っ て

も よ い 。 目 合 い の 大 き さ は 、 支 承 の タ イ プ に 応 じ て 適 宜 設 定 さ れ 、 例 え ば 目 合 い １ ０ ｍ ｍ

～ ５ ０ ｍ ｍ の 範 囲 か ら 選 択 す る こ と が で き る 。 目 合 い が 小 さ い と 大 き い も の よ り も エ ネ ル

ギ ー 吸 収 作 用 が 劣 る が 、 ボ ル ト の よ う な 小 さ い 支 承 部 材 を 捕 捉 し て 落 下 を 防 止 す る こ と が

で き る 。 内 側 に 目 合 い の 小 さ い ネ ッ ト 、 外 側 に 目 合 い の 大 き い ネ ッ ト を 用 い た 二 重 ネ ッ ト

と し て も よ い 。 こ の よ う な 二 重 ネ ッ ト と す る こ と に よ り 、 形 状 の 大 き な 支 承 部 材 及 び 小 さ

な 支 承 部 材 い ず れ も 捕 捉 す る こ と が で き る だ け で な く 、 強 度 の 増 大 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ は 、 下 沓 １ ２ の 橋 軸 方 向 移 動 を 阻 害 し な い よ う に 余 裕 を 持 っ て 支 承 １

０ の 外 周 に 巻 か れ 、 両 端 部 が 互 い に ラ ッ プ さ れ る 。 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ の 上 端 部 及 び 下 端 部

を そ れ ぞ れ 支 承 １ ０ の 上 端 部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に 保 持 す る 上 側 保 持 手 段 ３ １ 及 び 下 側 保

持 手 段 ３ ２ は 、 い ず れ も 樹 脂 製 の 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 及 び 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ４ と 、 こ れ ら

の 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ を 支 承 １ ０ の 上 端 部 外 周 及 び 下 端 部 外 周 に 留 め 置 く 手 段 で あ る 複

数 の 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ と し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ポ リ エ ス

テ ル 等 の 樹 脂 繊 維 を 編 み 込 ん で 作 ら れ る 中 空 の 組 紐 ロ ー プ が 用 い ら れ て い る 。 こ の 組 紐 ロ

ー プ は 例 え ば 前 田 工 繊 株 式 会 社 製 の も の を 使 用 す る こ と が で き 、 前 述 の よ う な 特 徴 を 有 し

て い る 。 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 そ れ ぞ れ 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ の 上 端 部 及 び 下 端 部

に 網 目 を 通 し て 周 方 向 に 取 り 付 け ら れ る 。 さ ら に 、 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ は 、 そ れ

ら の 両 端 部 が 連 結 固 定 さ れ て ル ー プ 状 と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ は 、 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 １ ０ の 上 端 部 及 び 下 端 部 で あ る 上 沓 １ １ 及 び 底

板 １ ３ に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ は 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 上 沓 １ １ 及

び 底 板 １ ３ の 周 面 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ と し て は 開 閉 式 の オ ー プ

ン ア イ ボ ル ト が 用 い ら れ 、 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ は こ れ ら の 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ に 通

す こ と に よ り 取 付 け ら れ て い る 。 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ と し て は 、 フ ッ ク ア イ ボ ル ト 、 マ ル カ

ン ボ ル ト 、 ア イ ナ ッ ト 、 ス イ ベ ル な ど を 使 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ の 両 端 部 は 、 図 ５ に 示 す よ う に し て 固 定 す る こ と が で き る

。 可 撓 性 条 体 で あ る 中 空 の 組 紐 ロ ー プ ３ ３ 、 ３ ４ は 、 軸 方 向 に 縮 め る と 径 が 大 き く な る と

い う 性 質 が あ る 。 こ の 性 質 を 利 用 し 、 組 紐 ロ ー プ ３ ３ 、 ３ ４ の 一 方 の 端 部 （ 適 宜 長 さ 範 囲
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） ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ を 縮 め て 径 を 大 き く す る 。 そ し て 、 径 が 大 き く な っ た 一 方 の 端 部 ３ ３ ａ

、 ３ ４ ａ に 他 方 の 端 部 ３ ３ ｂ 、 ３ ４ ｂ を 挿 入 し 、 一 方 の 端 部 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ の 網 目 を 開 い

て 他 方 の 端 部 ３ ３ ｂ 、 ３ ４ ｂ を 引 き 出 す 。 網 目 を 通 し て 引 き 出 さ れ た 他 方 の 端 部 ３ ３ ｂ 、

３ ４ ｂ に は 例 え ば 止 め 結 び を 施 す こ と に よ り 、 抜 け 止 め の た め に 径 を 大 き く し た 瘤 部 ３ ７

を 形 成 し て お く 。 こ の 組 紐 ロ ー プ は 現 場 で 手 軽 に ハ サ ミ で 必 要 長 さ に 切 断 し て 使 用 で き る

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の よ う に し て 固 定 さ れ た 組 紐 ロ ー プ ３ ３ 、 ３ ４ の 両 端 部 は 、 引 張 力 が 作 用 し た 場 合 、

一 方 の 端 部 ３ ３ ａ 、 ３ ４ ａ の 径 が 小 さ く な り 、 他 方 の 端 部 ３ ３ ｂ 、 ３ ４ ｂ と の 間 に 生 じ る

摩 擦 力 が 大 き く な る こ と か ら 、 他 方 の 端 部 ３ ３ ｂ 、 ３ ４ ｂ が 抜 け 出 す こ と は な く 両 端 部 の

固 定 状 態 が 維 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 の よ う な 支 承 部 に お い て 、 地 震 動 に よ り 上 部 構 造 １ ４ に 所 定 以 上 の 荷 重 が 作 用 し 、

ボ ル ト の 破 断 な ど に よ り 支 承 １ ０ が 損 傷 し た と す る 。 し か し な が ら 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、

支 承 １ ０ の 外 周 全 体 が ネ ッ ト ３ ０ に よ っ て 取 り 囲 ま れ て い る の で 、 損 傷 の 結 果 脱 落 し た 支

承 部 材 、 例 え ば ピ ン １ ９ 及 び そ の キ ャ ッ プ ２ １ 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク ２ ４ 及 び そ の 取 付 ボ ル ト

２ ５ 、 ロ ー ラ ー ２ ３ 、 ロ ー ラ ー カ バ ー ２ ２ 及 び そ の 取 付 ボ ル ト ２ ６ な ど は 可 撓 性 ネ ッ ト ３

０ に よ っ て 捕 捉 さ れ 、 下 部 構 造 １ ５ か ら 落 下 す る こ と は な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 支 承 １ ０ を 覆 う の に 使 用 す る 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ 及 び 可 撓 性 条

体 ３ ３ 、 ３ ４ は い ず れ も 樹 脂 製 の も の で あ る の で 、 鋼 製 材 料 を 使 用 す る の と 異 な り 、 軽 量

で 運 搬 が 容 易 で あ る だ け で な く 、 錆 び る こ と が な い の で 耐 久 性 に 優 れ た も の と な り 、 ま た

支 承 の 塗 装 に 悪 影 響 を 与 え る こ と も な い 。 さ ら に 、 脱 落 し た 支 承 部 材 を 捕 捉 す る の に ネ ッ

ト ３ ０ を 使 用 す る の で 、 遠 方 か ら の 視 認 性 に 優 れ 、 メ ン テ ナ ン ス に お け る 点 検 も 容 易 で あ

る 。 さ ら に 、 支 承 の 補 修 の 必 要 性 が 生 じ た 場 合 に も 、 容 易 に 脱 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ を 取 り 付 け る に 際 し て は 、 ネ ッ ト ３ ０ の 網 目 を 通 し て 上 下 側 可

撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ を 取 り 付 け て ル ー プ 状 と し 、 支 承 １ ０ の 上 下 端 部 に 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６

を 取 り 付 け 、 上 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ 、 ３ ４ を 留 め 具 ３ ５ 、 ３ ６ に 支 持 さ せ る だ け な の で 、

取 付 作 業 も 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 仮 に 、 上 記 組 紐 ロ ー プ の よ う な 樹 脂 製 の 可 撓 性 条 体 に 代 え て 鋼 製 ワ イ ヤ ー ロ ー プ を 使 用

す る 場 合 、 支 承 の 大 き さ ご と に 現 場 で 必 要 長 さ を 測 定 し 、 こ の 長 さ に 工 場 で 切 断 し た 後 、

端 末 処 理 を し な け れ ば な ら な い 。 こ の 端 末 処 理 方 法 に は ワ イ ヤ ー ク リ ッ プ 加 工 、 ア イ ス プ

ラ イ ス 加 工 、 ス リ ー ブ 圧 縮 加 工 な ど が あ る が 、 ワ イ ヤ ー ク リ ッ プ 加 工 は ボ ル ト の 締 め 付 け

力 に よ っ て 締 結 力 が 変 わ り そ の 管 理 が 難 し い し 、 ア イ ス プ ラ イ ス 加 工 や ス リ ー ブ 圧 縮 止 め

加 工 は 一 般 に 現 場 で の 施 工 は 難 し い 。 ま た 、 こ れ を １ 本 の 小 ロ ー プ と し て 連 結 す る 場 合 、

Ｕ 型 ボ ル ト な ど で 結 合 す る こ と と な る が 、 ア イ 部 を 含 め る と ロ ー プ の 連 結 部 の 長 さ が 長 く

な り 、 連 結 す る 場 所 に 長 さ 方 向 の 余 裕 が 必 要 で あ る た め 小 型 の 支 承 な ど に は 適 用 で き な い

。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ６ は 別 の 実 施 形 態 を 示 し 、 支 承 部 を 橋 軸 方 向 に 見 た 正 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 は 、

上 部 構 造 （ 橋 桁 ） １ ４ と 下 部 構 造 （ 橋 脚 又 は 橋 台 ） １ ５ と の 間 に 支 承 ５ ０ と し て 密 閉 ゴ ム

支 承 板 支 承 が 設 置 さ れ た 橋 梁 支 承 部 に 、 こ の 発 明 を 適 用 し た 例 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 密 閉 ゴ ム 支 承 板 支 承 ５ ０ は 鋼 製 支 承 の １ つ と し て 知 ら れ 、 概 略 説 明 す る と 、 上 部 構 造 １

４ に 固 定 さ れ る 上 沓 ５ １ と 、 下 部 構 造 １ ５ に 固 定 さ れ る 下 沓 ５ ２ と を 備 え る 。 上 沓 ５ １ に

は 上 部 構 造 １ ４ の 水 平 荷 重 を 支 承 ５ ０ に 伝 達 す る た め の せ ん 断 キ ー ５ ６ が 設 け ら れ て い る

。

【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 下 沓 ５ ２ に は ポ ッ ト 部 ５ ３ が 設 け ら れ 、 ポ ッ ト 部 ５ ３ 内 に 図 示 し な い ゴ ム プ レ ー ト 及 び

中 間 プ レ ー ト が 収 容 さ れ る こ と に よ り 、 上 沓 ５ １ が 下 沓 ５ ２ に 対 し て 鉛 直 方 向 に 回 転 可 能

と な っ て い る 。 ま た 、 中 間 プ レ ー ト の 上 面 及 び 下 沓 ５ １ の 下 面 は 滑 り 面 を 介 し て 接 し 、 上

沓 ５ １ は 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 と な っ て い る 。 ポ ッ ト 部 ５ ３ の 橋 軸 方 向 両 側 に は １ 対 の サ イ

ド ブ ロ ッ ク ５ ４ 、 ５ ４ が 設 け ら れ 、 こ れ ら の サ イ ド ブ ロ ッ ク ５ ４ に よ り 上 部 構 造 １ ４ の 橋

軸 直 角 方 向 の 移 動 が 制 限 さ れ る と と も に 、 上 部 構 造 １ ４ に 作 用 す る 上 揚 力 が 受 け 止 め ら れ

る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の よ う な 密 閉 ゴ ム 支 承 板 支 承 ５ ０ の 場 合 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク ５ ４ の 上 端 が 上 部 構 造 １ ４

の 下 面 近 く ま で 達 し 、 サ イ ド ブ ロ ッ ク ５ ４ の 上 面 と 上 部 構 造 １ ４ と の 間 に 隙 間 ５ ５ が 形 成

さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ を 支 承 ５ ０ の 上 端 部 外 周 に 留 め 置 く

手 段 と し て 、 こ の 隙 間 ５ ５ を 利 用 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 す な わ ち 、 可 撓 性 ネ ッ ト ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ を 隙 間 ５ ５ に 嵌 め 込

み 、 ル ー プ 状 に し た 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ を 上 沓 ５ １ の 外 周 に 巻 き 付 け て い る 。 こ の よ う に

し て 取 り 付 け ら れ た 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ は 、 ネ ッ ト ３ ０ の 上 部 が サ イ ド ブ ロ ッ ク ５ ４ の 上

面 を 覆 う こ と に な る の で 、 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ が 上 沓 ５ １ か ら 脱 落 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 下 沓 ５ ２ の 周 面 に は 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 留 め 具 ３ ６ が 設 け ら れ 、 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ４

は 、 こ れ ら の 留 め 具 ３ ６ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 実 施 形 態 も 、 ネ ッ ト ３ ０ 及 び 上 下 側 可 撓

性 条 体 と し て 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の も の が 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 上 側 可 撓 性 条 体 ３ ３ を 留 め 置 く 手 段 は 、 上 記 ２ つ の 実 施 形 態 に 限 ら ず 、 上 部 構 造 １ ４ の

下 面 に 留 め 具 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 同 様 に 、 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ４ を 留 め 置 く 手 段 も

下 部 構 造 １ ５ の 上 面 に 留 め 具 を 設 け る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 下 側 可 撓 性 条 体 ３ ４ を 留

め 置 く 手 段 は 、 留 め 具 を 用 い る こ と な く 、 支 承 の 下 端 部 外 周 に 単 に 巻 き 付 け て 絞 め 込 む だ

け で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 上 記 ２ つ の 実 施 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 及 び 密 閉 ゴ ム 支 承 板 支 承 が 設 置 さ

れ た 支 承 部 に こ の 発 明 を 適 用 し た 例 を 示 し た が 、 他 の 形 式 の 支 承 が 設 置 さ れ た 支 承 部 に も

こ の 発 明 を 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 こ の 発 明 は 支 承 部 の 支 承 が 既 設 の も の に 限 ら ず 、 新 設 で あ っ て も 適 用 す る こ と が

で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 １ ０ ： 支 承 （ 複 数 ロ ー ラ ー 支 承 ）

　 １ １ ： 上 沓

　 １ ２ ： 下 沓

　 １ ３ ： 底 板

　 １ ４ ： 上 部 構 造

　 １ ５ ： 下 部 構 造

　 ３ ０ ： 可 撓 性 ネ ッ ト

　 ３ １ ： 上 側 保 持 手 段

　 ３ ２ ： 下 側 保 持 手 段

　 ３ ３ ： 上 側 可 撓 性 条 体 （ 組 紐 ロ ー プ ）

　 ３ ４ ： 下 側 可 撓 性 条 体 （ 組 紐 ロ ー プ ）

　 ３ ５ 、 ３ ６ ： 留 め 具

　 ３ ７ ： 瘤 部 （ 止 め 結 び ）

　 ５ ０ ： 支 承 （ 密 閉 ゴ ム 支 承 板 支 承 ）
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　 ５ １ ： 上 沓

　 ５ ２ ： 下 沓

　 ５ ４ ： サ イ ド ブ ロ ッ ク

　 ５ ５ ： 隙 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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